
と
、
他
の
治
療
法
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治

療
や
そ
れ
以
外
の
通
常
照
射
等
に
も
対
応
可
能

で
、
か
つ
脳
の
定
位
照
射
も
実
施
で
き
る
機
種

と
し
て
は
、
当
時
、
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
を
持
つ

「T
rueBeam

 ST
x

」
一
択
で
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
選
定
作
業
が
済
み
ま
し
た
。

　

導
入
し
た
「T

rueBeam
 ST

x

」
に
は
、
定

位
放
射
線
治
療
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Elem

ents

（
ブ
レ
イ
ン
ラ
ボ
）」
を
、
さ
ら
に
位
置
決
め
用

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「ExacT

rac

（
ブ
レ
イ
ン

ラ
ボ
）」
を
搭
載
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
放
射
線

治
療
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
２
０
２
２
年
４
月
に
は
、
２
台
目
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
と
し
て
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ

ム
ズ
の
「H

alcyon

」
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
築
移
転
の
年
度
か
ら
、
年
間
５
０
０
名
を

超
え
る
患
者
さ
ん
に
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て

お
り
、
多
い
日
に
は
１
日
60
名
の
患
者
さ
ん
に

照
射
を
行
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
台
目

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
は
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
転
前
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

す
が
、
特
に
支
障
も
な
く
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
緩
和
照
射
も
３
Gy
×
10
回
か
ら
５

Gy
×
５
回
に
し
て
い
ま
す
。
生
物
学
的
効
果
は
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
緩
和
照
射
を
受
け
る
患
者
さ

ん
は
状
態
が
悪
い
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
回
数
が

減
る
こ
と
は
有
益
性
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
当
院
で
は
、
看
護
師
も
が
ん
放
射
線

療
法
認
定
看
護
師
１
名
を
含
む
、
４
名
の
看
護

師
に
よ
る
ケ
ア
を
実
施
し
て
お
り
、
患
者
満
足

度
も
高
い
で
す
。
新
病
院
で
は
、
放
射
線
治
療

部
門
の
ス
タ
ッ
フ
フ
ロ
ア
を
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
に
す
る
な
ど
し
て
、
放
射
線
治
療
医
、
医
学

物
理
士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
看
護
師
ら
と
、

風
通
し
の
よ
い
組
織
づ
く
り
並
び
に
チ
ー
ム
医

療
を
意
識
し
た
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
製

「TrueBeam
 STx

」
を
新
病
院
で
導
入
し
た

理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
病
院
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、「
院
内
の
が
ん
患
者
さ
ん
の
放
射
線

治
療
に
対
す
る
需
要
を
院
内
で
満
た
す
こ
と
」

が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

従
来
装
置
で
は
脳
転
移
に
対
す
る
定
位
照
射

が
で
き
ず
、
別
施
設
に
紹
介
す
る
な
ど
し
て
い

ま
し
た
。
が
ん
拠
点
病
院
だ
か
ら
こ
そ
来
院
し

て
く
れ
る
が
ん
患
者
さ
ん
に
治
療
が
で
き
な
い

こ
と
を
、
当
時
は
も
ど
か
し
く
感
じ
て
い
ま
し

た
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題

で
し
た
。
加
え
て
、
定
位
照
射
に
つ
い
て
は
、

脳
以
外
に
も
肝
臓
な
ど
体
幹
部
へ
の
照
射
の
要

望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
病
院
で
は
患
者
数
増
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
２
台
必
要
に

な
る
と
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
う

ち
１
台
を
定
位
照
射
専
用
装
置
に
し
て
し
ま
う

た
が
、
当
院
で
の
放
射
線
治
療
の
内
容
が
、
わ

ず
か
な
乳
腺
へ
の
接
線
照
射
や
四
肢
へ
の
緩
和

照
射
等
以
外
は
ほ
ぼ
全
て
定
位
照
射
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
２

台
目
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
し
て
は
、
よ
り
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
実
施
に
強
い
装
置
が
良
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
条
件
設
定
で
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
１
台
目
と
同
じ
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ

ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
製
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
実
施
に
関
す

る
性
能
が
よ
く
、
ま
た
、
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果

も
高
い
と
思
わ
れ
る
ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
リ
ニ

ア
ッ
ク
「H

alcyon

」
の
導
入
に
至
っ
た
の
で
す
。

―
―「TrueBeam

 STx

」と「H
alcyon

」は
、

現
在
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
ま
す
か
。

　

現
在
の
治
療
件
数
で
言
え
ば
、
７
対
３
か
６

対
４
で
「T

rueBeam
 ST

x

」
が
や
や
多
い
と

い
う
状
況
で
す
。「T

rueBeam
 ST

x

」
で
は
、

脳
や
体
幹
部
な
ど
の
定
位
照
射
に
加
え
、
呼
吸

性
移
動
対
策
を
施
す
必
要
の
あ
る
症
例
や
、
同

リ
ニ
ア
ッ
ク
が
搭
載
し
て
い
る
６
軸
カ
ウ
チ
に

よ
る
精
緻
な
補
正
機
能
が
特
に
生
き
る
症
例
に

対
し
て
照
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

新築移転を果たした“港の市民病院”では
地域の放射線治療のニーズにも応えるべく
２台の高性能リニアックのフル活用を図る
2020年、新たに650床の病院として横浜市の憩いの場である三ツ沢公園の隣りに新築移転を果した横浜市立市民病院。
同年に「横浜市乳がん連携病院」の指定を受けるなど、総合的ながん対策の充実・強化にも力を入れている。　
放射線治療科では、各診療科のニーズに応えるべく、定位照射やIMRT等の高精度技術を用いた放射線治療の実現を目指して、
2020年、2022年に相次いで高精度放射線治療の実現可能な高性能リニアックおよびソフトウェアを導入した。
同院での放射線治療の現況と２台の高性能リニアックの有用性について、放射線治療科の小田切科長らに話を聞いた。

横浜市立市民病院

2022 年 4月に稼働を開始したガントリ内蔵型リニアック「Halcyon（バリアン メディ
カル システムズ）」。横浜市立市民病院 2 台目となるリニアックとして、主に前立
腺がんへの照射など、IMRTを中心とした放射線治療に活用されている。
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―
放
射
線
治
療
科
の
概
要
な
ら
び
に
現
況
か

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
２
０
２
０
年
５
月
の
新
築
移
転
を
機

に
、
横
浜
市
の
基
幹
病
院
と
し
て
さ
ら
に
高
度

急
性
期
医
療
の
提
供
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
が
、

放
射
線
治
療
科
も
同
様
で
す
。

　

放
射
線
治
療
科
に
は
常
勤
医
３
名
が
お
り
、

そ
れ
に
画
像
診
断
部
か
ら
医
学
物
理
士
２
名
と

診
療
放
射
線
技
師
６
名
、
看
護
部
か
ら
看
護
師

４
名
ら
が
加
わ
り
、
高
レ
ベ
ル
、
高
品
質
な
放

射
線
治
療
業
務
を
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
に

か
け
て
の
診
療
実
績
は
、
新
規
患
者
数
が

４
７
１
名
、
再
患
を
含
め
る
と
６
４
１
名
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
部
位
別
の
割
合
は
肺
が
ん
が

31
・
５
％
、
乳
が
ん
が
15
・
９
％
、
前
立
腺
が
ん

が
14
・
７
％
で
、
こ
の
３
つ
で
約
３
分
の
２
を
占

め
ま
す
が
、
そ
の
他
の
部
位
の
放
射
線
治
療
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
放
射
線
治
療
の
特
徴
は
、
定
位
照
射
、

強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）を
含
め
た

高
精
度
技
術
を
用
い
た
放
射
線
治
療
が
昨
年
度

５
５
８
名
と
87
％
に
及
ぶ
な
ど
、
同
治
療
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
を
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
寡
分
割
照
射
の
積
極
的
取
り
組
み
も

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
通
院
日
数
を

減
ら
し
た
い
と
い
う
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
あ

り
、
前
立
腺
が
ん
で
は
、
従
前
の
38
回
照
射
を

20
回
に
減
ら
し
ま
し
た
。
３
年
間
続
け
て
い
ま

と
、
他
の
治
療
法
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治

療
や
そ
れ
以
外
の
通
常
照
射
等
に
も
対
応
可
能

で
、
か
つ
脳
の
定
位
照
射
も
実
施
で
き
る
機
種

と
し
て
は
、
当
時
、
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
を
持
つ
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rueBeam

 ST
x

」
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で
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り
、
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ズ

に
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定
作
業
が
済
み
ま
し
た
。
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に
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用
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テ
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と
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搭
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度
の
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線
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実
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せ
る
こ
と
に
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ま
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た
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ま
た
、
移
転
前
は
想
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て
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せ
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で
し

す
が
、
特
に
支
障
も
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く
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者
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ん
に
喜
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れ
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い
ま
す
。
緩
和
照
射
も
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Gy
×
10
回
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×
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に
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て
い
ま
す
。
生
物
学
的
効
果
は
ほ
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で
す
が
、
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照
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を
受
け
る
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者
さ
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は
状
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が
悪
い
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
回
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が

減
る
こ
と
は
有
益
性
が
高
い
と
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い
ま
す
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当
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で
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看
護
師
も
が
ん
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１
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を
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の
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に
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よ
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を
新
病
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で
導
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だ
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新
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院
に
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放
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線
治
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の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、「
院
内
の
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患
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の
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線

治
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に
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が
あ
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と
し
ま
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来
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で
は
脳
転
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定
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で
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ず
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別
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で
は
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数
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が
見
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て
お
り
、
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ず
れ
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
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に
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と
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だ
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ど
の
定
位
照
射
に
加
え
、
呼
吸

性
移
動
対
策
を
施
す
必
要
の
あ
る
症
例
や
、
同

リ
ニ
ア
ッ
ク
が
搭
載
し
て
い
る
６
軸
カ
ウ
チ
に

よ
る
精
緻
な
補
正
機
能
が
特
に
生
き
る
症
例
に

対
し
て
照
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

横
浜
市
立
市
民
病
院

放
射
線
治
療
科

科
長
（
部
長
）

小
田
切
一
将
氏
に
聞
く

2003 年長崎大学医学部卒。社会保険中央総合病院（現：東
京山手メディカルセンター）初期研修医を経て、2006 年横浜市
立大学附属病院放射線科、2007 年横浜市立大学附属市民総
合医療センター放射線科、2008 年横浜市立大学附属病院放
射線科（社会人大学院）。2012 年より横浜市立市民病院　放
射線治療科勤務、2019 年同科 科長、現在に至る。

小田切一将（おだぎり・かずまさ）氏
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テ
ム
ズ
製
の
装
置
を
使
用
し
て
い
る
施
設
も
多

く
、
新
し
い
装
置
で
も
参
考
に
な
る
点
が
良
い

で
す
。

―
―
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
等
、
高
精
度
放
射
線
治
療
の
件

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
要
因
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
治

療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Eclipse

」
に
よ
る

治
療
計
画
作
成
の
効
率
化
が
大
き
い
で
す
ね
。

同
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
計
算
速
度
も
速
く
、
使
い

勝
手
が
よ
く
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

―
―
脳
の
定
位
照
射
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は

「H
yperA

rc

（
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ

ム
ズ
）」
も
導
入
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　

定
位
照
射
に
「Elem

ents

」
と
「H

yperA
rc

」

の
２
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
い
る
施
設
は

　

一
方
、「H

alcyon

」
で
は
、
前
立
腺
の
患
者

さ
ん
の
ほ
ぼ
全
例
と
、
呼
吸
性
移
動
対
策
を
要

し
な
い
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
患
者
さ
ん
へ
の

照
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「H

alcyon
」
は
ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
な

の
で
、
患
者
さ
ん
と
の
接
触
事
故
を
心
配
す
る

必
要
が
な
い
こ
と
、
寝
台
が
低
い
位
置
ま
で
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
高
齢
の
が
ん
患

者
さ
ん
や
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
て
い
る
が
ん
患

者
さ
ん
に
も
介
助
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

患
者
さ
ん
に
優
し
い
装
置
で
あ
り
、病
院
に
と
っ

て
も
宣
伝
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
の
製
品

は
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
、
メ
ー
カ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
も
対
応
が
迅
速
で
、満
足
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

周
辺
施
設
で
同
じ
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス

珍
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「Elem
ents

」は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
囲
む
だ
け
で
、

リ
ス
ク
臓
器
を
避
け
る
な
ど
、
治
療
計
画
の
作

成
プ
ロ
セ
ス
が
自
動
化
・
簡
素
化
さ
れ
て
お
り
、

計
画
だ
け
な
ら
１
〜
２
時
間
で
作
成
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
コ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ア
ー
ク
な
の
で

検
証
も
速
く
、
迅
速
な
照
射
開
始
に
つ
な
げ
ら

れ
る
こ
と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「H

yperA
rc

」
は
、
複
雑
な
形
状
の

腫
瘍
や
腫
瘍
の
個
数
が
多
い
ケ
ー
ス
な
ど
で
も

良
好
な
線
量
分
布
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

難
易
度
の
高
い
照
射
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
も
十
分
な

定
位
照
射
を
実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
脳

の
定
位
照
射
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
ま
す
し
、

当
院
で
は
両
方
持
つ
こ
と
の
強
み
を
生
か
し
た

定
位
照
射
を
実
施
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
貴
院
の
放
射
線
治
療
科
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「H
alcyon

」
が
稼
働
を
開
始
し
て
約
１
年
経
ち

ま
す
が
、
院
内
の
が
ん
患
者
さ
ん
に
対
す
る
需

要
を
最
大
限
満
た
す
と
い
う
当
初
の
目
標
は
、

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
に
つ
い
て
も
、
病
院
の
規
模
的
に
、

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
折
角
こ
れ
だ
け
の

装
置
と
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
４

月
か
ら
常
勤
医
が
３
名
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

今
後
は
臨
床
だ
け
で
な
く
、
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

臨
床
試
験
へ
の
参
加
や
、
こ
れ
ま
で
の
症
例
に

よ
る
論
文
の
作
成
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

一般的な CT や MRIよりも広い 100 ㎝のボア径を有しており、患
者に対する圧迫感を与えず、ガントリ内蔵型の形状によって安全な
照射を実現している。

「Halcyon」では、本体にはタッチパネル式の
操作が可能なモニターを 2 面設置。治療室
内での簡便な操作性を確保している。

寝台の最低高は 62.5 cmと低い構造となっており、高齢のがん患者や
車椅子のがん患者等、身体が不自由な患者の移動および介助に大いに
役立っている。

2020 年 5 月の新病院オープンとともに稼働
を開始した「TrueBeam STx」。現在、脳へ
の定位照射は年間35名ほど、他の部位も
含めると約90名の患者に定位照射を実施。
また、定位照射以外のIMRTなどの高精度
技術を用いた放射線治療も実施している。

「TrueBeam STx」には 2.5 ㎜幅
の MLC を搭載し、微細な腫瘍
や複雑な形状の腫瘍などに精確
に照射する性能を有している。

に
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウェア
「Eclipse

」
が
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
と
も
大
澤
氏
は
評
価
す
る
。

「
２
０
２
０
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
治
療
計
画
作
成

を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
『Eclipse

』
に

『RapidPlan

』
が
実
装
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
同
ソ
フ
ト
は
、
治
療
計
画
作
成
を
あ
る
程

度
自
動
化
で
き
、
細
か
な
調
整
も
容
易
で
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
に
は
定
位
照
射
用
のソフ

ト
ウ
ェア
と
し
て『H

yperA
rc

』
を
『Eclipse

』

に
実
装
し
ま
し
た
。
同
ソフ
ト
ウェア
は
、
特
に
脳
の

多
発
性
メ
タ
に
有
効
で
す
ね
。
正
常
脳
への
照
射
を

抑
え
る
た
め
の
調
整
が
良
好
で
、
多
発
性
の
腫
瘍

に
対
し
、
一
度
に
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『Eclipse

』は
、Ｇ
Ｐ
Ｕ
の
使
用
に
よ
り
計
算
速
度

が
速
く
、
使
い
易
いソ
フ
ト
で
、
治
療
計
画
作
成
に

関
す
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

「Eclipse

」と
リ
ニアック
が
同
一
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
澤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
リ
ニアック
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
治
療
計

画
の
検
証
作
業
を
行
い
や
す
い
点
は
、
医
学
物
理

士
と
し
て
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

他
社
の
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウェア
に
も
良
い
点

は
多
い
で
す
が
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
特
性
を
知
り
尽
く

し
て
い
る
同
一
メ
ー
カ
ー
の
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト

ウェア
は
、
線
量
調
整
や
線
量
分
布
の
最
適
化
な

ど
に
つい
て
調
整
し
や
す
く
、
治
療
計
画
が
よ
り

短
時
間
で
作
成
可
能
な
点
は
優
れ
た
メ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
照
射
が
実

現
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
２
０
２
２
年
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
ガ
ン
ト
リ

内
蔵
型
リ
ニアック
「H

alcyon

」
につい
て
、
大
澤

■

横
浜
市
立
市
民
病
院

医
学
物
理
士
の
専
従
化
で
精
緻
か
つ
安
全
性
を
担
保
し
つ
つ

全
件
数
中
87
％
に
及
ぶ
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
現
す
る
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珍
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「Elem
ents

」は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
囲
む
だ
け
で
、

リ
ス
ク
臓
器
を
避
け
る
な
ど
、
治
療
計
画
の
作

成
プ
ロ
セ
ス
が
自
動
化
・
簡
素
化
さ
れ
て
お
り
、

計
画
だ
け
な
ら
１
〜
２
時
間
で
作
成
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
コ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ア
ー
ク
な
の
で

検
証
も
速
く
、
迅
速
な
照
射
開
始
に
つ
な
げ
ら

れ
る
こ
と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「H

yperA
rc

」
は
、
複
雑
な
形
状
の

腫
瘍
や
腫
瘍
の
個
数
が
多
い
ケ
ー
ス
な
ど
で
も

良
好
な
線
量
分
布
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

難
易
度
の
高
い
照
射
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
も
十
分
な

定
位
照
射
を
実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
脳

の
定
位
照
射
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
ま
す
し
、

当
院
で
は
両
方
持
つ
こ
と
の
強
み
を
生
か
し
た

定
位
照
射
を
実
施
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
貴
院
の
放
射
線
治
療
科
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「H
alcyon

」
が
稼
働
を
開
始
し
て
約
１
年
経
ち

ま
す
が
、
院
内
の
が
ん
患
者
さ
ん
に
対
す
る
需

要
を
最
大
限
満
た
す
と
い
う
当
初
の
目
標
は
、

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
に
つ
い
て
も
、
病
院
の
規
模
的
に
、

そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
折
角
こ
れ
だ
け
の

装
置
と
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
４

月
か
ら
常
勤
医
が
３
名
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

今
後
は
臨
床
だ
け
で
な
く
、
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

臨
床
試
験
へ
の
参
加
や
、
こ
れ
ま
で
の
症
例
に

よ
る
論
文
の
作
成
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「Halcyon」
線量分布図

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

新
病
院
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
稼
働
を
開
始
し
た

「T
rueBeam

 ST
x

」
につい
て
、
大
澤
氏
は
そ
の

メ
リッ
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
稼
働
し
て
い
る『T

rueBeam
 ST

x

』は
、

２・
５㎜
幅
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

脳
の
定
位
照
射
な
ど
、
高
精
度
な
照
射
に
対
応

で
き
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
。
ま
た
、
呼
吸
性
移
動

対
策
に
Ｒ
Ｇ
Ｓ
Ｃ（Respiratory Gating for 

Scanners

）
を
搭
載
し
て
お
り
、
呼
吸
同
期
に
よ

る
照
射
も
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、「T

rueBeam
 ST

x

」
に
は
、
位
置
決

め
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「ExacT

rac

」
を
搭
載
。
同

リ
ニアック
に
搭
載
し
て
い
る
「H

yperA
rc

」
と
併

用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
定
位
照
射
を

実
現
し
て
い
る
と
大
澤
氏
は
続
け
て
話
す
。

「
当
院
で
は
定
位
照
射
の
際
、『ExacT

rac

』
で
確

実
に
位
置
決
め
し
て
か
ら
『H

yperA
rc

』
で

Rem
ove A

utom
ation

を
行
っ
た
上
で
、定
位

照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
回
の
治
療
に
関
す

る
時
間
は
若
干
長
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
よ
り

精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
が
実
現
で
き
ま
す
」

　

高
品
質
の
放
射
線
治
療
実
現
と
業
務
効
率
化

に
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウェア
「Eclipse

」
が
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
と
も
大
澤
氏
は
評
価
す
る
。

「
２
０
２
０
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
治
療
計
画
作
成

を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
『Eclipse

』
に

『RapidPlan

』
が
実
装
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
同
ソ
フ
ト
は
、
治
療
計
画
作
成
を
あ
る
程

度
自
動
化
で
き
、
細
か
な
調
整
も
容
易
で
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
に
は
定
位
照
射
用
のソフ

ト
ウ
ェア
と
し
て『H

yperA
rc

』
を
『Eclipse

』

に
実
装
し
ま
し
た
。
同
ソフ
ト
ウェア
は
、
特
に
脳
の

多
発
性
メ
タ
に
有
効
で
す
ね
。
正
常
脳
への
照
射
を

抑
え
る
た
め
の
調
整
が
良
好
で
、
多
発
性
の
腫
瘍

に
対
し
、
一
度
に
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『Eclipse

』は
、Ｇ
Ｐ
Ｕ
の
使
用
に
よ
り
計
算
速
度

が
速
く
、
使
い
易
いソ
フ
ト
で
、
治
療
計
画
作
成
に

関
す
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

「Eclipse

」と
リ
ニアック
が
同
一
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
澤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
リ
ニアック
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
治
療
計

画
の
検
証
作
業
を
行
い
や
す
い
点
は
、
医
学
物
理

士
と
し
て
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

他
社
の
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウェア
に
も
良
い
点

は
多
い
で
す
が
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
特
性
を
知
り
尽
く

し
て
い
る
同
一
メ
ー
カ
ー
の
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト

ウェア
は
、
線
量
調
整
や
線
量
分
布
の
最
適
化
な

ど
に
つい
て
調
整
し
や
す
く
、
治
療
計
画
が
よ
り

短
時
間
で
作
成
可
能
な
点
は
優
れ
た
メ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
照
射
が
実

現
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
２
０
２
２
年
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
ガ
ン
ト
リ

内
蔵
型
リ
ニアック
「H

alcyon

」
につい
て
、
大
澤

　

診
療
放
射
線
技
師
の
資
格
を
持
つ
医
学
物
理
士

と
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に
横
浜
市
立
横
浜
市

民
病
院
に
入
職
し
た
大
澤
典
久
氏
。
放
射
線
治

療
専
従
ス
タッフ
と
し
て
、
高
精
度
放
射
線
治
療
に

関
す
る
治
療
計
画
の
作
成
や
、
そ
の
検
証
、
機
器
・

シ
ス
テ
ム
の
精
度
管
理
を
担
当
し
て
い
る
。
同
院
に

お
け
る
放
射
線
治
療
の
特
徴
を
、
大
澤
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
新
病
院
で
は
、
積
極
的
に
高
精
度
技
術
を
用
い
た

放
射
線
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

実
際
に
、
定
位
照
射
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
技

術
を
用
い
た
放
射
線
治
療
の
割
合
は
、
全
体
の

87
％
に
ま
で
なって
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
“
働

き
方
改
革
”
に
合
わ
せ
、
ス
タッフ
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
診
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
病
院

で
は
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
設
計
時
よ
り
ス

タッフ
のフ
ロ
ア
を
オ
ー
プ
ンスペー
ス
化
す
る
な
ど
し

て
、
放
射
線
治
療
医
、
医
学
物
理
士
、
診
療
放
射

線
技
師
、
看
護
師
ら
ス
タッフ
が
緊
密
な
連
携
を
取

2004 年国際医療福祉大学 放射線情報科学科卒。
2011 年北里大学大学院 医療放射線工学修了。
NTT 東日本病院 放射線部を経て、2019 年より
横浜市立市民病院 画像診断部勤務、現在に至る。

大澤典久（おおさわ・のりひさ）氏

横
浜
市
立
市
民
病
院

画
像
診
断
部 

医
学
物
理
士

大
澤
典
久
氏
に
聞
く

■

横
浜
市
立
市
民
病
院

医
学
物
理
士
の
専
従
化
で
精
緻
か
つ
安
全
性
を
担
保
し
つ
つ

全
件
数
中
87
％
に
及
ぶ
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
現
す
る

２・５㎜
幅
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
搭
載
に
よ
り
、

脳
の
定
位
照
射
含
め
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
対
応

リ
ニ
ア
ッ
ク
「TrueBeam

 STx

」

「RapidPlan

」と「H
yperArc

」
実
装
で

治
療
計
画
作
成
の
効
率
化
と
迅
速
化
を
実
現

治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Eclipse

」

安
全
な
精
度
管
理
と
高
い
操
作
性
を
実
現
し
、

運
用
面
で
患
者
に
優
し
い
機
能
を
多
数
搭
載

ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
「H

alcyon

」

「RapidPlan」で作成した前立腺がん
局所照射の線量分布図。5mm幅の
MLC搭載の「Halcyon」でも、2.5mm
幅のMLC 搭載の「TrueBeam STx」
と遜色ない線量分布が作成できてい
る。左図：「Halcyon」でのプラン、
右図：「TrueBeam STx」でのプラン
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療
を
終
え
ら
れ
ま
す
。

　

装
置
が
ガ
ン
ト
リ
型
な
の
で
患
者
さ
ん
と
の
接
触

事
故
の
恐
れ
も
な
く
、
ま
た
ボ
ア
径
も
他
の
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
比
べて
も
広
く
、
患
者
さ
ん
に
圧
迫
感
を

与
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
寝
台
が
低
い
の
で
患
者
さ

ん
も
乗
り
降
り
し
や
す
い
な
ど
、患
者
さ
ん
に
とって

“
優
し
い
”
リ
ニアック
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

同
院
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
今
後
に
つい
て
、

大
澤
氏
はつ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

「
医
学
物
理
士
の
仕
事
の
ひ
と
つ
は
、
治
療
計
画
ど

お
り
に
正
し
く
照
射
で
き
た
か
を
評
価
す
る
こ
と

で
す
が
、
実
際
は
治
療
経
過
に
伴って
照
射
す
べ
き

線
量
や
そ
の
分
布
も
変
わって
く
る
の
で
、
今
後
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

『H
alcyon

』
の
アップ
グ
レ
ー
ド
バ
ー
ジョン
と
し
て

『ET
H

O
S

』
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
オ
ン・ 

カ
ウ
チ
・
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
即
時
適
応
照

射
が
可
能
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
最
終
的
な

方
向
性
と
し
て
は
、
そ
こ
に
行
き
着
く
の
だ
ろ
う
と

個
人
的
に
は
思って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
『H

alcyon

』
に
も
ボ
ア
内
に
体

表
面
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を
追
加
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、そ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
位
置
精
度

を
高
く
し
、よ
り
汎
用
性
が
高
く
、
よ
り
精
度
の

高
い
放
射
線
治
療
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
他
施
設
で
は
『H

alcyon

』
を
用
い
た
全

脊
椎
照
射
や
全
身
照
射
（
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
な
ど
を
実
施

し
た
施
設
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、ハー
ド
ル
は

高
い
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「T
rueBeam

 ST
x

」と「H
alcyon

」
の
治
療
件

数
の
割
合
は
か
な
り
接
近
し
て
き
て
い
る
と
吉

田
氏
は
話
す
。

「
前
立
腺
が
ん
の
件
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、『H

alcyon

』
の
治
療
件
数
も
増
え

て
お
り
、
い
ず
れ
治
療
件
数
で
は
５
対
５
程
度

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
院
に
は
前

立
腺
が
ん
の
治
療
用
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
前
立
腺
が
ん
の
放
射
線
治

療
の
件
数
は
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
う
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
診
療
科
か
ら
の

評
価
の
高
さ
も
伺
え
ま
す
ね
」

　

吉
田
氏
は
、「H

alcyon

」
の
今
後
の
使
用
法

に
つ
い
て
、
呼
吸
性
移
動
に
対
す
る
照
射
も
考

え
て
い
る
と
話
す
。

「
現
在
、
呼
吸
性
移
動
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
、『T

rueBeam

』
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

『H
alcyon

』
は
高
速
で
の
照
射
が
可
能
な
の
で
、

放
射
線
治
療
医
の
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
圧
迫

等
し
な
が
ら
呼
吸
を
浅
く
さ
せ
る
こ
と
で
呼
吸

性
移
動
を
抑
え
、『H

alcyon

』
の
高
速
照
射
の

能
力
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

氏
は
そ
の
有
用
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
。

「
装
置
の
設
置
か
ら
治
療
開
始
ま
で
１
ヵ
月
で
完
了

し
た
こ
と
は
、
臨
床
的
に
も
病
院
運
営
の
面
で
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
ね
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
に
関
す
る
機
器
・
シ
ス
テ

ム
の
精
度
管
理
を
行
う
立
場
か
ら
言
え
ば
、
当
院

で
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
等
の
Ｑ
Ａ
に
Ｑ
Ａ
支
援
ツ
ー
ル

『M
achine Perform

ance Check
（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）』

を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、『H

alcyon
』
は
、
こ
の

Ｍ
Ｐ
Ｃ
で
の
チェッ
ク
が
必
須
と
なって
お
り
、
装
置

を
運
用
す
る
上
で
の
安
心
・
安
全
性
を
担
保
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
操
作
卓
な
ど
機
器
の
操
作
性
も
シ
ン
プ

ル
で
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
を
実
施
す
る
際
の
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
撮
影
も
速
い
上
に

逐
次
近
似
法
に
よ
り
、
画
質
も
良
好
で
す
。
そ
し

て
何
よ
り
、
照
射
が
速
い
こ
と
か
ら
短
時
間
で
治

診
察
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
側
も
、
自
身
の
記
録
と
し
て
記
入

す
る
こ
と
に
よ
り
治
療
の
励
み
に
も
つ
な
が
り

ま
す
し
、
看
護
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
も
役
立
っ
て
お
り
、
と
あ
る
患

者
さ
ん
か
ら
“
治
療
が
楽
し
か
っ
た
”
と
仰
っ

て
い
た
だ
い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。

　

当
院
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
、
全
国
平
均
よ
り

も
10
歳
以
上
高
齢
で
あ
り
、
手
術
に
耐
え
ら
れ

な
い
た
め
に
放
射
線
治
療
を
施
行
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
と
っ
て
、
生
活

へ
の
細
や
か
な
支
援
も
含
め
て
力
に
な
れ
る
部

署
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

横
浜
市
立
市
民
病
院
に
は
、
大
谷
氏
以
外
に

も
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
、
が
ん

性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
、
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
な
ど
、
が
ん
関

連
の
専
門
認
定
看
護
師
が
多
数
お
り
、
連
携
し

あ
い
な
が
ら
、
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
専
門
認
定
看
護
師
に
は
、

新
し
い
が
ん
治
療
や
看
護
に
関
す
る
情
報
を
入

手
す
る
と
同
時
に
、
院
内
の
が
ん
看
護
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
、
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
と
大
谷
氏
は
話
す
。

「
認
定
看
護
師
の
資
格
を
得
る
に
は
長
期
間
の
研

修
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
な
ど
ハ
ー
ド
ル
も
高

い
た
め
、
若
く
、
や
る
気
の
あ
る
“
原
石
”
を

見
つ
け
て
、
い
か
に
育
て
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
す
。
院
内
の
看
護
師
た
ち
に
積
極
的
に
声

掛
け
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

横
浜
市
立
市
民
病
院
の
放
射
線
治
療
部
門
で

は
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師
１
名

を
含
む
４
名
の
看
護
師
が
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。
約
半
年
の
研
修
を
積
ん
で
同
認
定
看
護
師

と
な
っ
た
大
谷
志
津
子
氏
は
、
放
射
線
治
療
部

門
の
看
護
業
務
に
つ
い
て
、つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
を
含
め
て
４
名
の
看
護
師
が
放
射
線
治
療
を

受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
外
来
他
部
署
と
の
日
替
わ
り
勤
務
が
多

い
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
日
々
の
状
態
を
把

握
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
患
者
さ
ん
自
身
が
日
々
の
状
態
を
簡
潔

に
記
入
で
き
る
「
私
の
記
録
」
と
い
う
名
称
の

記
録
表
を
照
射
野
を
考
慮
し
て
個
別
に
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

来
院
し
た
患
者
さ
ん
の
記
録
を
看
護
師
が
見

れ
ば
、
例
え
ば
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
で
は
、
皮

膚
の
状
態
変
化
な
ど
を
容
易
に
把
握
で
き
、
そ

の
対
処
も
迅
速
に
行
え
ま
す
し
、
週
に
１
度
の

2003 年横浜市立大学看護短期大学部
卒。同年より横浜市立市民病院 看護部
勤務、現在に至る。

大谷志津子（おおたに・しづこ）氏

横
浜
市
立
市
民
病
院

看
護
部 

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師 

大
谷
志
津
子
氏
に
聞
く

■

横
浜
市
立
市
民
病
院

患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
記
録
表
を
作
成
し
て

チ
ー
ム
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
放
射
線
治
療
を
推
進
す
る

■

横
浜
市
立
市
民
病
院

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
高
速
か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
に
加
え

ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
優
れ
た
機
能
性
を
高
く
評
価

治療計画用ソフトウェア「Eclipse」で治療計画を作成する大澤氏。大澤氏は「計算速度
が速く、リニアックと同一メーカー製なので親和性も高く検証しやすい」と同ソフトウェアの
有用性を語る。

放
射
線
治
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の

性
能
強
化
や
新
シ
ス
テ
ム
登
場
に
期
待

今
後
の
放
射
線
治
療
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横浜市立市民病院

横浜市立市民病院は 1960 年（昭和 35 年）
に 4 科 42 床の病院として開院。以来、増
科、増床を重ねて横浜市の基幹病院とし
ての機能強化を図り続け、2020 年 5 月に
三ツ沢公園に隣接する神奈川区に新築移
転。650 床、34 診療科、職員数 1600 名
という体制で高水準の医療を提供してい
る。コロナ禍の中、感染症対応病院として
も機能し続け、令和 3（2021）年度の 1
日平均外来患者数は 1368 人、1 日平均
入院患者数は 546 人を数えるなど、地域
医療に貢献している。

所在地：横浜市神奈川区三ツ沢西町1番1号
病床数：650床（感染症病床26床含む）
病院長：中澤 明尋

療
を
終
え
ら
れ
ま
す
。

　

装
置
が
ガ
ン
ト
リ
型
な
の
で
患
者
さ
ん
と
の
接
触

事
故
の
恐
れ
も
な
く
、
ま
た
ボ
ア
径
も
他
の
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
比
べて
も
広
く
、
患
者
さ
ん
に
圧
迫
感
を

与
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
寝
台
が
低
い
の
で
患
者
さ

ん
も
乗
り
降
り
し
や
す
い
な
ど
、患
者
さ
ん
に
とって

“
優
し
い
”
リ
ニアック
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

同
院
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
今
後
に
つい
て
、

大
澤
氏
はつ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

「
医
学
物
理
士
の
仕
事
の
ひ
と
つ
は
、
治
療
計
画
ど

お
り
に
正
し
く
照
射
で
き
た
か
を
評
価
す
る
こ
と

で
す
が
、
実
際
は
治
療
経
過
に
伴って
照
射
す
べ
き

線
量
や
そ
の
分
布
も
変
わって
く
る
の
で
、
今
後
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

『H
alcyon

』
の
アップ
グ
レ
ー
ド
バ
ー
ジョン
と
し
て

『ET
H

O
S

』
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
オ
ン・ 

カ
ウ
チ
・
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
即
時
適
応
照

射
が
可
能
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
最
終
的
な

方
向
性
と
し
て
は
、
そ
こ
に
行
き
着
く
の
だ
ろ
う
と

個
人
的
に
は
思って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
『H

alcyon

』
に
も
ボ
ア
内
に
体

表
面
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を
追
加
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、そ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
位
置
精
度

を
高
く
し
、よ
り
汎
用
性
が
高
く
、
よ
り
精
度
の

高
い
放
射
線
治
療
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
他
施
設
で
は
『H

alcyon

』
を
用
い
た
全

脊
椎
照
射
や
全
身
照
射
（
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
な
ど
を
実
施

し
た
施
設
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、ハー
ド
ル
は

高
い
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

体
が
不
自
由
な
患
者
さ
ん
で
も
寝
台
に
載
せ
や

す
い
な
ど
、
介
助
面
で
も
有
用
で
す
。

　

医
学
物
理
士
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、『H

alcyon

』

は
装
置
の
起
動
・
準
備
を
早
く
行
え
、
Ｑ
Ａ
・

Ｑ
Ｃ
も
簡
単
に
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
。
治
療
計
画

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『Eclipse

』
と
の
親
和
性
が

高
く
、
治
療
計
画
の
検
証
も
容
易
で
す
し
、
ビ
ー

ム
も
１
本
だ
け
な
の
で
、
そ
の
精
度
管
理
も

『T
rueBeam

 ST
x

』
に
比
べ
て
容
易
く
行
え
ま

す
。『H

alcyon

』
は
臨
床
上
、
非
常
に
有
益
な

装
置
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「T
rueBeam

 ST
x

」と「H
alcyon

」
の
治
療
件

数
の
割
合
は
か
な
り
接
近
し
て
き
て
い
る
と
吉

田
氏
は
話
す
。

「
前
立
腺
が
ん
の
件
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、『H

alcyon

』
の
治
療
件
数
も
増
え

て
お
り
、
い
ず
れ
治
療
件
数
で
は
５
対
５
程
度

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
院
に
は
前

立
腺
が
ん
の
治
療
用
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
前
立
腺
が
ん
の
放
射
線
治

療
の
件
数
は
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
う
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
診
療
科
か
ら
の

評
価
の
高
さ
も
伺
え
ま
す
ね
」

　

吉
田
氏
は
、「H

alcyon

」
の
今
後
の
使
用
法

に
つ
い
て
、
呼
吸
性
移
動
に
対
す
る
照
射
も
考

え
て
い
る
と
話
す
。

「
現
在
、
呼
吸
性
移
動
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
、『T

rueBeam

』
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

『H
alcyon

』
は
高
速
で
の
照
射
が
可
能
な
の
で
、

放
射
線
治
療
医
の
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
圧
迫

等
し
な
が
ら
呼
吸
を
浅
く
さ
せ
る
こ
と
で
呼
吸

性
移
動
を
抑
え
、『H

alcyon

』
の
高
速
照
射
の

能
力
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

診
察
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
側
も
、
自
身
の
記
録
と
し
て
記
入

す
る
こ
と
に
よ
り
治
療
の
励
み
に
も
つ
な
が
り

ま
す
し
、
看
護
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
も
役
立
っ
て
お
り
、
と
あ
る
患

者
さ
ん
か
ら
“
治
療
が
楽
し
か
っ
た
”
と
仰
っ

て
い
た
だ
い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。

　

当
院
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
、
全
国
平
均
よ
り

も
10
歳
以
上
高
齢
で
あ
り
、
手
術
に
耐
え
ら
れ

な
い
た
め
に
放
射
線
治
療
を
施
行
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
と
っ
て
、
生
活

へ
の
細
や
か
な
支
援
も
含
め
て
力
に
な
れ
る
部

署
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

横
浜
市
立
市
民
病
院
に
は
、
大
谷
氏
以
外
に

も
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
、
が
ん

性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
、
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
な
ど
、
が
ん
関

連
の
専
門
認
定
看
護
師
が
多
数
お
り
、
連
携
し

あ
い
な
が
ら
、
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
専
門
認
定
看
護
師
に
は
、

新
し
い
が
ん
治
療
や
看
護
に
関
す
る
情
報
を
入

手
す
る
と
同
時
に
、
院
内
の
が
ん
看
護
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
、
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
と
大
谷
氏
は
話
す
。

「
認
定
看
護
師
の
資
格
を
得
る
に
は
長
期
間
の
研

修
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
な
ど
ハ
ー
ド
ル
も
高

い
た
め
、
若
く
、
や
る
気
の
あ
る
“
原
石
”
を

見
つ
け
て
、
い
か
に
育
て
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
す
。
院
内
の
看
護
師
た
ち
に
積
極
的
に
声

掛
け
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

横
浜
市
立
市
民
病
院
の
放
射
線
治
療
部
門
で

は
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師
１
名

を
含
む
４
名
の
看
護
師
が
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。
約
半
年
の
研
修
を
積
ん
で
同
認
定
看
護
師

と
な
っ
た
大
谷
志
津
子
氏
は
、
放
射
線
治
療
部

門
の
看
護
業
務
に
つ
い
て
、つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
を
含
め
て
４
名
の
看
護
師
が
放
射
線
治
療
を

受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
外
来
他
部
署
と
の
日
替
わ
り
勤
務
が
多

い
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
日
々
の
状
態
を
把

握
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
患
者
さ
ん
自
身
が
日
々
の
状
態
を
簡
潔

に
記
入
で
き
る
「
私
の
記
録
」
と
い
う
名
称
の

記
録
表
を
照
射
野
を
考
慮
し
て
個
別
に
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

来
院
し
た
患
者
さ
ん
の
記
録
を
看
護
師
が
見

れ
ば
、
例
え
ば
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
で
は
、
皮

膚
の
状
態
変
化
な
ど
を
容
易
に
把
握
で
き
、
そ

の
対
処
も
迅
速
に
行
え
ま
す
し
、
週
に
１
度
の

た
も
の
で
し
た
。

　

新
病
院
で
は
、
高
精
度
技
術
を
用
い
た
放
射

線
治
療
の
比
率
が
全
体
の
85
％
と
他
施
設
に
比

べ
て
高
い
で
す
が
、
こ
れ
は
精
度
の
高
い
照
射
が

可
能
で
あ
る
な
ら
ば
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
の

考
え
か
ら
の
結
果
で
あ
り
、
正
常
組
織
へ
の
照

射
の
抑
制
な
ど
に
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
結
果
と
言
え
ま
す
。

　

２
台
目
と
な
る
『H

alcyon

』
の
導
入
は
、
当

時
１
台
で
の
運
用
が
ほ
ぼ
限
界
で
あ
っ
た
こ
と
、

『H
alcyon

』
が
従
来
装
置
に
比
べ
て
経
済
的
に

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
か
つ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
高
速
か
つ
効

率
的
に
実
施
で
き
る
装
置
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
紹
介
施
設
な
ど
へ
の
訴
求
力
が
高
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

吉
田
氏
は
、「H

alcyon

」
に
つ
い
て
、
診
療

放
射
線
技
師
、
医
学
物
理
士
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
簡
便

で
扱
い
や
す
い
装
置
で
す
。『T

rueBeam

』
を

扱
え
る
診
療
放
射
線
技
師
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

操
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
と
に
か
く

速
く
照
射
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
を
評
価
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
な
の
で
患

者
さ
ん
と
の
接
触
事
故
を
心
配
せ
ず
に
済
む
こ

と
、
寝
台
が
低
く
、
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
や
身

　

横
浜
市
立
市
民
病
院 

画
像
診
断
部
に
は
49
名

の
診
療
放
射
線
技
師
が
所
属
し
、
内
２
名
は
医

学
物
理
士
の
資
格
を
有
す
る
。
放
射
線
治
療
業

務
は
、
こ
の
２
名
の
医
学
物
理
士
と
６
名
の
診
療

放
射
線
技
師
が
担
当
し
て
い
る
。
診
療
放
射
線

技
師
と
医
学
物
理
士
の
資
格
を
有
し
、
２
０
１
４

年
に
高
精
度
放
射
線
治
療
の
実
施
の
た
め
に
入

職
し
た
画
像
診
断
部 

放
射
線
治
療
担
当
係
長
の

吉
田
晴
穏
氏
は
、
当
時
を
振
り
返
る
。

「
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
放
射
線
治
療
と
そ
れ

に
関
す
る
治
療
計
画
の
作
成
や
、
Ｑ
Ａ
・
Ｑ
Ｃ

業
務
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
私
の
役
割
で
し
た
。

　

新
病
院
移
転
の
際
は
、
当
時
、
脳
の
定
位
照

射
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
年
間
50
～
60
名
の

患
者
さ
ん
を
他
施
設
に
紹
介
せ
ざ
る
を
得
ず
、

定
位
照
射
の
で
き
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
は
新
病
院

に
と
っ
て
必
須
で
あ
り
、
そ
こ
で
『T

rueBeam
 

STx

』が
導
入
さ
れ
た
の
は
、ま
さ
に
念
願
が
叶
っ

2002 年名古屋大学医学部保健学科卒。2002
年博慈会記念総合病院、2006 年神奈川県立こ
ども医療センター勤務を経て、2014 年横浜市立
市民病院 画像診断部勤務、現在に至る。

吉田晴穏（よしだ・はるやす）氏

横
浜
市
立
市
民
病
院

画
像
診
断
部
　
放
射
線
治
療
担
当
係
長

吉
田
晴
穏
氏
に
聞
く

■

横
浜
市
立
市
民
病
院

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
高
速
か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
に
加
え

ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
優
れ
た
機
能
性
を
高
く
評
価

「Halcyon」の精度管理業務を実行する吉田氏。吉
田氏は「操作卓はシンプルで扱いやすく、ブームが１
本だけなので精度管理も容易」と管理面での有用性
を高く評価している。

診
療
放
射
線
技
師
が
“
扱
い
や
す
い
”
装
置

医
学
物
理
士
に
は
“
管
理
が
容
易
な
”
装
置

ガ
ン
ト
リ
内
蔵
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
「H

alcyon

」
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